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論 文 内 容 の 要 旨  
 






































第 4 章では，実機動翼に作用する Out-of-phase 型に近い温度 -荷重履歴が Ni 基単結晶超
合金のき裂進展挙動に及ぼす影響を明らかにするため，200°C-500°C 間と 200°C-800°C 間







とにより，第 2 章で得られた一定温度でのモード I 型進展速度のデータバンド内に概ねプ
ロットされた．  






影響を評価した．その結果，γ’相の強度が上昇する 500°C から 900°C では 111 [110]すべり
変形が抑制された．モード I 型からせん断型へのき裂進展形態の移行は，き裂先端塑性域
において特定のすべり系のすべり変形が顕著に生じた場合に起きると仮定すると，高温に
おいてせん断型き裂進展が生じにくいのは主として γ’相の CRSS の上昇によるものと考え
られた．  
第 6 章では，第 5 章での結晶塑性 FEM 解析により計算されたき裂先端すべり変形挙動の
妥当性確認を目的として，X 線回折法によりすべり変形挙動を測定することを試みた．ま
ず初めに，種々の単軸引張ひずみを負荷した Ni 基単結晶超合金を供試材とし X 線回折測
定を実施し，塑性変形に従い回折 X 線幅が増大することを確認した．次に，繰返し負荷を
与えた Ni 基単結晶超合金の切欠き底に対して，X 線のマッピング測定を実施し，Ni 基単
結晶超合金の切欠き底におけるすべり変形分布の測定を試みた．その結果，(220)面の測定
では切欠きから右下方向（ [110]方向）に半価幅がバンド状に増大する領域が認められた．
この結果は第 5 章での FEM 解析結果を支持するものであり，繰返し負荷に伴って切欠き
底に生じるすべり変形を実験的に明らかにした．  
第 7 章では本研究を総括し，本論文の結論を示した．  
 
 
